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司馬承禎のいう洞天で終南山に関連するものは、 第三大洞天西城山と第十一

小洞天太白山であった。

第三大洞天西城山は、「太玄惣真之天」といい、 上宰王君（王遠）が統治し

ていることになっており、 場所は未詳という。 ただし司馬承禎は『登真隠訣』

を引いて、 疑うらくは終南太一山かと言っている。 この 『登真隠訣』の言及は

逸文であり、 どのような意味で西城山が終南太一山なのか裏付けがとれない。

第十一小洞天は「太白山洞、 玄徳洞天」「仙人張季連、 連終南山」とある。

したがって司馬承禎の認識では、 第三大洞天の太ー山と第十一小洞天の太白山

とは別のものであることになる。 つまり、 太一山は終南山であり、 太白山はそ

の終南山に連続していることになる。

この第三大洞天が終南山だとすれば、第三大洞天、太一 山、長安の南北軸（子

午線）上の場所、 終南山へと入っていく子午谷、 子午谷に存在する玄都壇、 子

午谷で発見された磨崖碑などがどう関わることになるのだろうか。

陳西省南部地図（上）
子午谷付近地形図。 矢印の
西側峰の突端に玄都壇があ
り、 北側に金仙観が作られ
た（下・①Googlemap)
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終南山は第三大洞天か

『元和郡県志』巻lによれば、「終南山在（京兆府万年）県南五十里。按経伝所説、

終南山ー名太一、亦名中南」とある。 これによれば、 終南山は長安の南にあり、

太一山とも中南山ともいう。「終南」と「中南」は音が通じており、「中南」は

真南の意味だと思われるから、 終南山は長安の真南、 都城の南北軸上の山とい

う含意があるのだと思われる。

『文選』に載せられた張衡「西京賦」に「於前則終南太一、隆堀岩幸」とある。

張衡は天文にも詳しい博学だったから、 おそらく漢の長安城が子午谷と天斉坑

を結ぶ南北軸に造営されたことを承知していたであろう。 だとすると、 張衡が

いう「終南太一」は子午谷を形成している山地を指していることになる。 とこ

ろが、 唐の李善注には「『漢書』曰、 太一山、 古文以為終南。『五経要義』曰、

太一、 ー名終南山、 在扶風武功県」とあり、 これによれば、『元和郡県志』巻

1のいう「経伝」と同じ説が『五経要義』にみえるものの、 場所は「扶風武功」

とあり、 子午谷より西である。 ということは、 この太ー山は太白山を指してい

るように思われる。

このように、 唐代には太一山と太白山が混同される場合があるようである。

李善は「蓋終南、 南山之総名、 太一、 一山之別号耳」と結論している。 これを

参考にすれば、 司悪承禎の認識は、 おそらく次のようだったのではなかろうか。

すなわち、 長安の真南にある山塊を終南山といい、 そこの山を太一山といい、

そこが大洞天、 小洞天の太白山はそこより西に位置するものの、 この終南山に

連なっている。

そうすると、唐の当時に長安で勢力を持っていた道士を輩出していた楼観は、

この司馬承禎の認識にどう位置づけられるのだろうか。 唐代に終南山の道教は

楼観が主たる根拠地であり、 楼観の道士も楼観台のことを「終南山説経台」と

称している。 第十一小洞天の太白山は実際の山というより、 楼観の道士の居所

のことだとも考えられる ＊ 以要するに、終南山といっても、長安の真南の場所（第

三大洞天）と、 それより西の楼観台近辺（太白山に近い、 第十一小洞天）とい

ぅニカ所が含意されているようである。

これについて、 司馬承禎の言った 「終南の捷径」という言葉が想起される。

司馬承禎が長安に招かれ、 天台山に帰るときに、 終南山で修道したことのある

慮蔵用が、 終南山にも優れた場所があるのに、 なぜ天台山に帰らねば修道でき

ないのか、 と言った。 これに対して司馬承禎は、 自分から見れば、 終南山は朝

廷に仕官する早道のように見える、 と答えたという ＊
2。 終南山で修道してか

ら仕官した慮蔵用に対する痛烈な皮肉である。 慮蔵用は、 容宗の末年の一切道

経の編纂に関わっていたことが『一切道経音義妙門由起』序によって知られる。

そして彼自身、『道徳経』の注釈を書いていたことが、『道徳真経集解』 序説に

注l•••吉川忠夫『中国古代

人の夢と死』東京：平凡社、

1985年、 206頁。

注2•••劉粛『大唐新語』

巻10、 北京：中華書局 、

1984年、 158頁。
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よって知られる。 つまり慮蔵用という人物は、 道教の知識に長けていることが

個性の一側面なのであった。 その慮蔵用に対する司馬承禎の皮肉から、 当時の

道教の状況を示唆するいくつかの前提がうかがえる。

慮蔵用の意見は、 朝廷における司馬承禎の評価の高まりにつれ、 慮蔵用のよ

うに終南山の修道によってステイタスをつけた者の評価が相対的に下がること

を懸念しているのであろう。 もし司馬承禎が終南山での修道を認めれば、 終南

山の価値を認めたことになり、 慮蔵用は自分のステイタスを維持できる。 司馬

承禎の答えは、 慮蔵用だけでなく、 同じく終南山で修道して朝廷に出入りする

者にも皮肉となりうる。 終南山で修道して朝廷に出入りする者には、 楼観の道

士もいる。 このことからわかるように、 司馬承禎のこの発言は、 天台山と終南

山楼観の道教が異なるアイデンティティを持っていたことを表していると解釈

できるのではなかろうか。 と同時に、 司罵承禎も終南山を考慮せずに洞天福地

思想を長安の朝廷に勧められるほど、 終南山の道教の勢力が弱かったわけでは

ない。 つまり、 司馬承禎にとっても、 何らかの形で終南山を洞天福地思想に取

り込んだ方が得策だったのであろう。 それが、 終南山を第三洞天に関係させる

意見となって、 司馬承禎の洞天福地思想に反映されているのではなかろうか。

終南山の太一山と西城山を同一の場所とみる記載は、 『道蔵』でこの司馬承

禎の言及だけである。 六朝時代の上清経で西城山は、 王遠が上清経を封蔵した

名山としてみえるが、 その具体的な場所はよくわからない。 司馬承禎より後に

おいて、 杜光庭は 『洞天福地岳漬名山記』で西城山を蜀州にあるとしている。

これは天師張道陵が西城山で修道した伝説があったからであろう。 例えば宋末

元初の趙道一編の 『歴世真仙謄道通鑑』巻18の「張天師伝」では、 そのよう

に言及されている。 また、 元の『茅山志』では王遠がいた西城山は益州にある

としており、 これは青城山の一山とみているようである。

したがって、 第三大洞天西城山を終南山の太一 山とみる考えは、 洞天思想に

おける司馬承禎の新意といえる。 おそらく、「西城」の意味を「西の京城」と

考えれば、 長安城の南にある終南山がそこにあたるということなのであろう。

慮蔵用について、『大唐新語』の劉粛によれば、仕官する前には「嘗辟穀練気、

頗有高尚之致」だったが、 仕官してから堕落したという。 慮蔵用が終南山のど

こで修道したのかはわからないが、 当時、 終南山で辟穀や練気による修道をお

こなっていた人々がいたのであり、 彼らは相対的に知識階級に近かったようで

ある。 司馬承禎と近い時の人で、 司馬承禎と直接の関係もあったと考えられる

詩人の王維は、「終南山」という詩で、 次のようにうたっている。

太乙近天都、 連山到海隅。

白雲回望合、 青露入看無。

分野中峰変、 陰晴衆堅殊。



欲投人処宿、 隔水問樵夫。

王維によれば、 終南山は連続した山塊で、 なかでも帝都に近い、 つまり真南

にあるのは 太乙（太一 ）山だという。 司馬承禎の説にもとづけば、 この詩は

第三大洞天を詠じていることになる。 この終南山には隠棲して修道する人物

（「人」）がおり、 王維 は彼を訪ねて山に登り、 きこりに彼の隠居を尋ねる。 こ

の詩は、 第一連で山をふもとから望み、 第二連で中腹に上がって雲霧の中に入

り、 第三連で雲上に出て上と下を見ている。 つまり王維の視点は山に接近し登

るにつれて移動している。 その後、「隔水」というからには、 ある程度水幅の

ある谷川に降りる。 王維が訪ねようとする人の隠棲場所は、 山の麓ではなく、

また太一山の上の方でもない。 この人は長安の真南にある子午谷付近で修道し

ているのではなかろうか。

終南山は長安に近かったため、 朝廷に入る近道となると同時に、 中国各地に

ある洞天への近道でもあった。じつは慮蔵用は終南山のあと嵩山に入っている。

調哨という者の場合は、終南山から中国中の洞天を巡っていく。『続仙伝』（『雲

笈七鍛』巻113下） には、 次のようにある。

諏蛸、 字は景昇、 國子司業の沫の子である。 子供の頃から聡明で、 長ずる

におよんで儒教経典や歴史書を渉猟し、記憶してしまうので開えばわから

ないことはない。 文章を書かせれば清麗であった。 父の洗は進士になるよ

う教え諭した。 しかし蛸はそれをよしとせず、 かえって黄老の学や諸子の

学、 周穆王や漢の武帝・茅君など列仙の内博を好んで研究した。 ある日、

父に終南山に出遊したいと申し出た。 父親は南山なら長安に近いので、 そ

れを許した。 終南から、 太白・太行・王屋・嵩・華・泰岳を経て、 ぐるぐ

ると名山を遊歴し、 二度と帰ってこなかった。

調蛸、 字景昇、 國子司業沫之子。 幼而聰明、 及長頗渉経史、 強記問無不知。

圏文清麗。 沫訓以進士為業。 而蛸不然、 週好黄老諸子及周穆漢武茅君列仙

内博、靡不精究。 一旦告父出遊終南山。 父以南山近京都、許之。自経終南・

太白・太行・王屋・嵩・華・泰嶽、 進遁遊歴名山、 不復蹄。

靡蛸は、 終南山から修道に入って、 太白山（第11小洞天）・太行山（北岳？

第 5 小洞天）・王屋山（第 1 大洞天）・嵩山（第 6 小洞天）・華山（第 4 小洞

天）．泰山（第2小洞天） を経巡り、 結局、 仕官の道には戻らなかった。 彼の

終焉の地は青城山（第5大洞天）である。 彼がはじめ終南山に出遊したいと

言い出したとき、 進士となるべき将来を心配する父親がそれを許したのは、 終

南山なら近いから自分の影響力を保持できる、 つまり科挙の勉強をさせること

ができると考えたからである。 それは、 科挙の勉強のために寺や道観に入った
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注3•••李之勤「再論子午道
的路線和改線問題」西北大
学歴史研究室編『西北歴史
研究』1989年号、三秦出
版、1989年。

注4•••本論の一部は、拙稿
「唐の道教をめぐる高旬麗・
新羅と日唐留学生の諸問
題」専修大学社会知性開発
研究センタ ー 『東アジア世
界史研究センタ ー年報』第
4 号、2010年3月、139
~165頁で発表している
が、訂正した部分がある。

注5 ・・・下麟錫氏は、 その後
「唐長安叫新羅史蹟」（入1
吾 ， °｝叫0}茫卦外 ， 2000

年6月）でこの刻石につ
いて詳しく論じている。

注6 …周偉洲「長安子午谷
金可記摩崖碑研究」焚光
春・崖柄柱・張応超『道学
尋真』映西省社会科学院道
学研究中心・韓国世界金仙
学会、2003年。 同論文の
修訂版が『中華文史論叢』
2006年第1期（総第81
輯）、287~302頁に掲載
されている。

注7···2007年5月の現地
調斎による。
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り、 別業にこもったりする風潮があったからである。 ところが讀蛸は、 それを

方便として洞天での修道に入っていってしまった。 調哨が好んで研究したもの

に、『穆天子伝』のほか、『漢武帝内伝』『茅君内伝』などの内伝類があるのが

見逃せない。 『茅君内伝』には、 司馬承禎が基づいた洞天の記述があったはず

だからである。

以上のことから、 終南山は洞天の一つとして、 唐代においては帝都に近いゆ

えの特徴を持っていたことがわかる。 それだけに、 終南山の道教をめぐる問題

は山積しているが、 本稿ではひとまず、 第三大洞天に含まれるのであろう終南

山の子午谷付近をめぐる関連の事跡を検討しておきたい。

子午谷の磨崖碑と修道者の元逸人

1989年に、 西安から関中へぬける終南山中の古道を調査していた西北大学

の李之勤が、 子午谷付近で磨崖碑を発見した ＊3。 これは本稿で問題とする第

三大洞天に関連する出土遺物であり、 私どもの 2011年度の調査で拓本の実物

を精査する機会を得たので、 まずこの課題を検討しておきたい ＊悶

本磨崖碑については、 発見後、 1990年代後半に韓国の高麗大学の下麟錫が

現地を調査・研究した ＊
5。 2000年3月になって、 碑文が巨石に刻されている

のに鑑み、 陳西師範大学の周偉洲と西北大学の周暁陸・買麦明らが苦心の末に

拓本を採集、 これにより文字の詳細が判明した ＊冗石碑はその後、 保存のた

めに摩崖から切り出されたが、 その際に破断してしまった。 現在は破断したも

のにワイヤー をかけて固定し、 長安県博物館の裏庭にある石刻展示ギャラリ ー

に置かれている ＊
70

この磨崖碑には、 杜甫の「賛元逸人玄壇歌」と『続仙伝』の「金可記伝」が

刻されていた。 拓本による文字は次のようであった。

杜甫讃元逸人玄壇歌

故人昔隠東蒙峯已個含景蒼精龍故人今居子午

谷獨向陰巌結茅屋屋前太古玄都壇青石漠漠長

風寒子規夜喘山竹裂王母書下雲旗翻知君此計

誠長往芝草瑣汗日應長鐵鎖高垂不可攀致身福

地ロロロ 金可記偉 金可記者新羅人

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

宣宗朝□ 口章賓千國遂擢進士第性沈黙有意於 （7) 

ロロロロ□因隠終南山子午谷好花果於所口 □ （8) 

ロロロロロロロ及錬形服気凡敷年蹄本國未幾 （9) 

ロロロロロロ□隠修養愈有功大中十一年十二□□ (10) 

ロロロロロ言奉玉皇詔為英文嚢侍□明年二月二 (11) 

ロロロロロ上昇宣宗異之召不起又□玉皇詔僻以 (12) 



ロロロロ□掌□遣中使監護可記獨居□ロロロロ

ロロロロロロロロ中使窃窺之見仙官□ロロロロ

ロロロロロロ□粛及期果有五雲□ロロロロロロ

満空須央昇天口去。

これを見やすく整理すると次のようになる。

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 
*8 

注8 …周偉洲の前掲論文所

載の活字および前掲の拙稿

で掲出した酒寄雅志氏らの

解釈を参考にしつつ、今回、

梨光春氏所蔵の全套本に
よって修訂した。 閲庚三氏

の「映西省出土古韓人石刻

初探」所載の釈文では、 一

部本稿で見えない文字が読

み取られているとともに、

判読できない文字を推定し
ている。ただし杜甫の詩の

部分については取り上げて

いない。http://blog.naver 

com/PostView.nhn?blogld 

=idisgil&logNo=4001308 

0888&parentCategoryNo= 

5 3 &viewDate=&currentPa 

ge= 1 &listtype=O 

図1 磨崖碑全套本
図2 磨崖碑局部
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注9•••李健超 ・ 金憲鋪 「 映

西新発現的高旬麗人、 新羅

人迫跡」 映西省考古研究所

『考古与 文物』 1999年第
6 期、 59 ~ 71 頁。

注10… 周偉洲、 前掲論文。

注1 1 • • • 『類編長安志』 巻5 、

中華書局点校本、 151頁。
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杜甫賛 元逸人玄壇歌

故人昔隠東蒙峰、 已個含景蒼精龍。

故人今居子午谷、 独向陰巌結茅屋。

屋前太古玄都壇、 青石漠漠長風寒。

子規夜喘山竹裂、 王母昼下雲旗翻。

知君此計誠長往、 芝草娘汗日応長。

鉄鎖高垂不可攀、 致身福地□口口。

金可記伝

金可記者、 新羅人。 宣宗朝□ 口章賓於国、 遂擢進士第。 性沈黙、 有意於口

ロロロロ因隠終南山子午谷。 好花果、於所□ロロ ロロロロロロ及錬形服気。

凡数年、 帰本国。 未幾□ロロロロロ□隠修養愈有功。 大中十一年十二□口

ロロロロ ロ言奉玉皇詔、 為英文台侍口。 明年二月ニロロロロ ロ上昇。 宣宗

異之、 召不起。 又□玉皇詔、 辞以ロ ロロロロ掌□遣中使監護。 可記独居口

ロロロ ロロロロロ ロロロ ロ中使窃窺之、 見仙官□ ロロロロロロロロロロロ

粛。 及期、 果有五雲ロ ロロロロロ□満空。 須央昇天口去。

この磨崖碑（以下、石刻）は杜甫（712~ 770) の「賛 元逸人玄壇歌」と「金

可記伝」から成っている。 この金可記の伝記は五代の『続仙伝』 所載の「金可

記伝」と同 じ内容である。『続仙伝』は昇仙した人の事例を集めた伝説集である。

周偉洲氏によれば、 刻石の右下角に本文と同 じ 書体の小字で「転写劉礼」とあ

るとのことで、 この人物の経歴はまったく不明だが、 書者の名前と思われる。

まず、 この石刻はいつ ごろのものかという問題について検討しておきたい。

この問題について、 道教史と長安の都市史から推測して南宋以前という説 ＊9、

文中に「玄」字を避けていないことから宋の真宗の大中祥符 5年 (1012) 以

前の北宋という説がある ＊ 1 0。

私見では、 元の略天譲『類編長安志』巻 5の「玄都壇」条に杜甫の当該詩

が言及されている ＊ ！ ！ 。『類編長安志』 は 1 296年の成書で、 序文によれば 「わ

たしの家はもともと長安で… … 元初の戦後、 関中の前進士の碩儒故老がなお百

人も生き残っていた. . . …彼らは遠くは焚川 ・ 茸 ． 杜 ［長安の南郊外］ に遊び、

近くは雁塔や龍池に遊び、 そこにある周 ・秦・漢・唐の遺址は、 すべて登覧し、

ときには故事を談 じ、 ときには詩文をうたった。 わたしはいつもそれに従行し

たので、 耳に聞き目 に見たものは、 疑問があるたびに再三質問した」 と述べて

いる。 また同 じ序文で 「秦中の古今の碑刻」 を編集 したとも述べており、 実際

にこの書物には多くの碑刻が言及 ・ 参照されている。 つまり酪天頴は 『類編長

安志』 を編むにあたって、みずから長安近辺の遺跡を実地で観察するとともに、

現地にある碑刻をも参照していたことがわかるのである ＊
1 2。 それゆ え、『類編

長安志』 の「玄都壇」 の項に杜甫の当該詩が記されているのは、 おそらく略天



譲が現地で玄都壇と杜甫の詩の関わりを見聞 したのだと想像される。 この時す

でにこの石刻が存在 したと考えると、 従来の説と通じあう ＊ 13

ところで、 この場所に杜甫の詩が刻 されたのは、 単に杜甫が著名な詩人だと

いう理由（したが っ て、 この石刻は少なくとも杜甫が死後に詩人と して著名に

な っ た以後のもの） だけでなく、「元逸人」という者がこの場所で隠棲 し てい

たことも考慮されている。 杜甫の詩と 「金可記伝」 は、 ともにこの場所で修道

した者を記 しているのであり、 顕彰 しているのは、 元逸人と金可記の事跡であ

る。 したが っ て、 「元逸人」は誰のことなのか考えておく必要がある。

この問題につ いて、 先行研究はいずれも「唐の天宝期の有名な道士」と しか

述べていない ＊ 1
4。 しか し、 杜詩の実証的な研究で成果をあげている郁賢皓に

よれば、 この 「元逸人」は李白の友人である元丹丘のことだと推定 している

* 1 5。 そこで、 この推定を検証 しておきたい。

杜甫の当該詩か ら 元逸人を考察する条件を拾っ てみよう。 元逸人は子午谷で

隠棲 した道士である。 そこには漢代の玄都壇があり、 福地の一つだっ た。 彼は
「東蒙峰」に隠棲 したことがあり、 杜甫と友人である。

元逸人が 「東蒙峰」 に隠棲 したことがある点について、 清の銭謙益の注によ

れば、 東蒙峰は終南山の峰の一つだという。 し か し、 杜甫の 「与李十二白同尋

苑十隠居」に 「余亦東蒙客、 憐君如弟兄」という旬があり、 これによっ て杜甫

も東蒙峰に行 っ たことがあるとわかる。 杜甫の 「与李十二白同尋苑十隠居」 は、

杜甫が李白とともに天宝 4 載（745) 秋に山東に遊んだときの作である ＊ 16
0

したがって、 東蒙峰は山東の東蒙山のことである。 だとすると、 杜甫と李白が

ともに東蒙山に遊んだときに、 元逸人もそこにいたのである。 も し 元逸人が元

丹丘だとすると、 元丹丘は道士であり、 李白の親友だっ たのであるか ら 、 李白

と杜甫と元丹丘とがつれだっ ていたと考えると合理的である。 したが っ て、 郁

賢皓の推定は可能性が高い。

元丹丘は、 天宝 2 載（743) には長安にある昭成観という道観の 「威儀」を

務めていた ＊ ＂。 この昭成観は、 玄宗の妹の玉真公主の住持 し た道観である。

元丹丘はこのような皇族の道観の威儀職を担当 できる、 道士と してのキ ャ リ ア

を備えていたのである。 彼は、 同年（天宝 2 載） の作である李白 「漢東紫陽

先生碑銘」（『茅山志』 所収） によれば、 陶弘景→王遠知→溜師正→司馬承禎→

李光含→胡紫陽→元丹丘という法篠伝授の系譜の上に位置づけ ら れており、 司

馬承禎の弟子につ ら なる者である。 李白は元丹丘によ っ て玉真公主に紹介され、

その玉真公主の推薦をうけて翰林院にはい っ たと思われる ＊ 18

このように考えると、 杜甫の詩で元丹丘が子午谷に隠棲 したというのは、 天

宝 4 載以降の時期に、 子午谷の玄都壇付近に元丹丘が関わる道観が経営され

ていたことを意味 しているのではなかろうか。 現在、 そのような遺跡は発見さ

れていないが、 玄都壇は発見されている（後述）。 そうすると、 この道観の宗

注 1 2 · · · 『類編 長安志』 賂
引 「僕家本長安• … • •兵後関
中前進士碩儒故老、 猶存百
人 ・ ・ ・… 遠遊奥川 ・ 尊 ・ 杜、
近則雁塔 ・ 龍池、 其周 ・ 秦 ・
漢 ・ 唐遺址、 無不登覧、 或
談故事、 或誦詩文、 僕毎従
行、 故得耳聞 目賭、 毎有闊
疑、 再三請問」。

注 1 3 • • • た だ し 当該詩は今
本の 『類編長安志』 が引 く
も の と 石刻本では文字の異
同がある。

注 1 4 • • • 李健超 ・ 金憲鋪の
前掲論文 「映西新発現的高
句麗人、 新羅人遺跡」。 張
沢洪 「唐五代時期道教在東
亜 文 化 圏 的伝播ー以金可
記・ 崖致遠為中心」 石源華・
胡礼忠主編 『東亜漢文化圏
与中国関係』 中国社会科学
出版社、 2005 年、 1 68 ~
1 84 頁。 周偉洲の前掲論文。

注 1 5 • • • 郁賢皓 『李白叢考』
映西人民出版社、 1 982 年、
1 08 頁。

注 1 6 ・ ・ ・ イ専瑕踪 ・ 陶敏 『唐
五代文学編年史』初盛唐巻 、

溜陽 ： 遼海出版社、 1998
年、 796 頁。
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注 1 7 ・・ ・ 「玉真公 主受道霊
壇祥応記」 にみえる。 陳垣
『道家金石略』文物出版社、
139頁。 こ の史 料 に つ い
ては、拙稿 「玉真公主をめ
ぐる道士と玄宗期の道教」
福井文雅編 『東方学の新視
点』五 曜 書 房、2003年、
3 1 7 ~ 3 42頁 。 同 じく 「開
元期の長安道教の諸問題一

金仙・玉真公主をめぐ って」
日文研叢書 42『古代東ア
ジア交流の総合的研究』 国
際日本文化研究センタ ー共
同研究 報 告、王維坤 ・ 宇野
隆夫編、 国際日本文化研究
センタ ー、2008年、3 65
~ 395頁で検討した こ と
がある。

注 18••• 拙稿 「唐代の詩人
と道教一 李白を中心に」『筑
波中国文化論叢』23、27
~53頁 。

注 19•••玄都観は、『長安志』
によれば、宇文憔が長安城
を築いたとき に坂を 『易』
の乾卦にみたてて、九五の
貴位にこの道観と興善寺を
配置 して鎮護したとい う 。

注 20••• 杜 光庭 『洞天福地
岳漬名 山記』 の 「七十二福
地」には「翠微山在西安府 、

終南太一観」 とある。 しか
しこ の翠微山が子午谷付近
の山を指すのかはわか ら な
い 。 現在、子午谷よ り やや
東に翠華山があ り、その麓
にも 子午村と太一宮とい う
地名が残っている。 そして、
その奥の標 高 2600 メ ー ト
ルほ ど もある高い 山が終南
山とよ ばれている。
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教的な設立理念には二つの要素があったと考えてよいのではなかろうか。 その
一つは、 この場所が、 玄都壇による長安の南北軸上の南の鎮めであり、 帝都を

鎮護する宗教的重要性を朝廷か ら 期待されていたこと（実際には、 唐の長安城

は漢の長安城より東に造 られているため、 正確に南北軸上ではないが）、 それ

ゆえおそ ら く長安城内の朱雀大路（＝長安城の南北軸線） にある玄都観という

道観と関係があったのではないか ＊ 19。 もう一つは司馬承禎のいう大洞天の一

つであることである。 杜甫は詩のなかで「福地」という語 を使っているが、 司

馬承禎の「七十二福地」 のなかにこの場所は入ってお ら ず、 「洞天福地」 のこ

とを修辞の関係（平仄など）で「福地」 と言ったのであろう ＊20

要するに、 司馬承禎のいう第三大涸天は、 終南山にあるとはいえ、 北朝の道

教を継承してきた楼観を直接対象にした場所ではなく、 長安城の南北軸線とい

う漢代以来の天人相関の宇宙観に由来する古跡を基本として、 長安城の真南か

ら唐の東南西（長安より北方に洞天は存在しない）を結びつける宗教的なネ ッ

ト ワ ー クのポイ ン ト としてイ メ ー ジされ、 そこでの祭祀と修道のための道観が

存在していたのではないかと思われるのである。

新羅留学生の金可記と洞 天

石刻に記されたもう一人の道士である金可記は、唐の宣宗（846~ 873在位）

のときの新羅人である。 金可記の伝記で宋元のものには従来次のようなテキス

ト が知ら れている。

① 『続仙伝』（五代南唐の沈i分撰）巻上（明の正統 『道蔵』 所収）

② 『雲笈七鍛』（北宋）巻 113下の 『続仙伝』（明の正統 『道蔵』所収）

③『太平広記』（北宋）巻 53「神仙」 の『続仙伝』

④『歴世真仙髄道通鑑』（元）巻36（明の正統 『道蔵』所収、以下 『真仙通鑑』）

①は 924年ころに伝説を編纂したもの らしいが、 テキス ト の由来は不 明で

ある。 『正統道蔵』本の印刷は明代である。

②は北宋の道士・張君房が『大宋天宮宝蔵』 を編纂する際にべつに編集した『道

蔵』のダイ ジ ェ ス ト 版であり、 天聖 5年 ( 1027) ころに進上された。 伝来の

文を集めた本 で、 北宋当時に伝わった『続仙伝』 にもとづいている。 印刷は明

代である。 この『正統道蔵』本以外にも版本が存在するが、本論では参照せず、

『道蔵』本をもとに中華書局点校本を参照した。

③は北宋の太平興国 2年 ( 977) に太宗の勅命で編纂が始まり、同 6年 ( 981)

に進上された。 これも伝来の文を集めた本で、 北宋に伝わった『続仙伝』 に星

づく。 明代の版本が伝わっており、 それにもとづいて校正した中華書局点校本

を参照した。

④は宋末元初 ( 1 280年前後 ？ ）の道士 ・ 趙道一の編纂にかかるが、 印刷は

明代である。 伝来の古い文を集めたものと思われる •21。 書名は表示されてい



ないが、伝来の『続仙伝』にもとづいていることが伝記の順次から明らかである。

これらのテキス ト は大同小異であるが、石刻本だけは字数が短く、 若干文意

が異なる部分がある。 しか し石刻本が 「金可記伝」 を抜粋 したものであること

は明らかである。 問題は、 上の①から④のどれにもとづいたか、 あるいはそれ

以外にもとづくものがあったのか、いつ誰がどう して刻 したのか、 という点で

ある。 以下、 『雲笈七鍛』にもとづいて「金可記伝」を翻訳 し（部分的に ［ ］ 

で文意を補足）、 う しろに原文を付 して校勘すべきところを （ ）内に補って

おく。

金可記は、新羅の人である。 賓貢進士であって、 性格は沈静で道の修行を

た しなみ、奢イ多を好まなかった。 ときには気を服 したり体操を したり して、

自分なりに楽 しみと していた。 博学強記で、 文をつづると清く麗わ しい文

となった。 容姿にすぐれ、挙動や話 しぶりには 中華の風格が備わっていた。

科挙に合格 しても仕 え ず、 終南山の子午谷に隠れ住んで茅屋をいとなみ、

隠棲の趣きを したって、 手ずからめずら しい花や実をたくさん植えた。 い

つもお香を焚いて静かに坐 し、 瞑想 し ているごとくであった。 また 『道徳

経』 と道教書をつねに読みふけっていた。 その後三年 して、新羅に帰国を

考え、海をわたって帰ったが、再度入唐 した。 そのときは道服を着て、せっ

かく来たのに終南山に入り、 陰徳を行うようつとめたため、 人がなにか無

理なことを求めても、一生懸命に仕えて、ほかの人にはおよびもつかなかっ

た。 大 中十一年 (85 7) 十二月 に上表 し て言った、「わたく しは玉皇の詔

を奉 じて、 英文台侍郎となります。 来年二月 十五日に昇仙するで し ょ う」。

その時、 宣宗は頗るそれを奇特と思い、 中使を派遣 して入内させようと し

たが、 金可記は固辞 して就かなかった。 さらに玉皇の詔を見せるよう求め

ると、 いまは別仙が管掌 していて人間世界には残っていない、 と答え た。

けっき ょ く宮女四人と香薬および金採を賜った。 さらに 中使二人を派遣 し

て専ら面倒をみさせた。 し か し 金可記は ［神仙と遡造するための］ 静室に

一人たたずみ、 宮女や 中使ですらほとんど近づけなかった。 夜な夜な室内

にいつも人が談笑する声が聞こえるため、 中使が部屋の 中をぬすみ視たと

ころ、 仙官と仙女がそれぞれ龍と鳳の上にまたがって、 懺然と相対 してお

り、 彼らの侍衛も少くないのが見えたので、 宮女と 中使は彼らを驚かさな

いよう ［近づかないこと］ に した。 二月 十 五日 ［老 子の聖誕祭］ に春のひ

かりが美 しく、 花井が爛慢なおりに、 果 し て 五色の雲に鶴が鳴きながら飛

び、 鸞と白鵠がはばたいてやってくると、 つづいて笙や篇など吹奏楽や打

楽器が鳴り、 羽蓋や瑣輪や幡憧が空に充 ち満ち、 神仙たちがたくさん降臨

し て、金可記を迎えて昇天 し ていった。この様 子にむかって並んでいた人々

は谷を埋めるほどで、 神仙の昇天をながめて讃歎 しない者はいなかった。

注2 1 • ••拙稿 「『歴世真仙證
道通鑑』 と 『神仙伝』」 『國
學院雑誌』 第9 7 巻 11 号、
155~169頁。
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注 22 ・ ・ ・ ｛専股踪編 『唐才子
伝校箋』 第 3 冊、 中 華 書
局 点 校 本、 1 990 年、 「 章
孝標」 の項に よ る。

注 23 『唐会要』 巻 36 「附
学読書」 （中華書局活字本、
668 頁） に よ れば、 開成 2
年の新羅の留学生は先住の
者 も 含 め て 2 1 6 人 だ と い
う 。 新羅か ら唐への留学生
については、 厳耕望 「新羅
留唐学生与僧徒」 『唐史研
究叢稿』 （九龍新亜研究所、
1 969 年） が詳 し い。

注 24 • • • 崖 致 遠 『 孤 雲 集 』
巻 l 、 影 印 評 点 韓 国 文 集
叢刊 1、 民族文化推進 会、
1 990 年、 1 59 頁。

注 25…張伯偉 「＇＇ 賓貢 '’ 小

考」 『作為方法的漢文化圏』
域外漢籍研究叢書第 2 輯、
北 京 ： 中 華 書 局、 207 ~
235 頁。
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金可記、 新羅人。 賓貢進士、 性沈静好道、 不尚華イ多。 或服気錬形、 自以為楽。

博学強記、 属文清麗。 美姿容、 挙動言談、 遥（＝ 逍） 有中華之風。 俄擢 第

不仕、 隠於終南山子午谷葺居、 懐退逸 之趣、 手植奇花異果極多。 常焚香静坐、

若有念思、 又誦『道徳』 及諸仙経不畷。 後三年、 思帰本国、 航海而去。 復来、

衣道服、 却入終南、 務行陰徳、 人有所求無阻者、 精勤為事、 人不可偕（＝ 諧）

也。 大中十一年十二月 上表言、 臣奉玉皇詔、 為英文台侍郎。 明年二月 十五

日 当上昇。 時宣宗頗以為異、 遣中使徴入 内、 固辞不就。 又求見玉皇詔、 辞

以為別仙所掌、 不留人間。 道（＝遂） 賜宮女四人、 香薬金採、 又遣中使二

人専看待（＝ 侍）。 然可記独房（＝居） 静室、 宮女中使多不接近。 毎夜聞

室内常有人談笑声、 中使窃窺（之） 、 但見仙官仙女各坐龍凰之上、 傲然相対、

復有侍衛非少、 而宮女中使不敢輻驚。 二月 十五 日 春景妍媚、 花井爛慢、 果

有五雲喉鶴、 翔鸞白鵠、 笙篇金石、 羽蓋瑣輪、 幡憧満空、 （仙使極衆） 、 迎

之昇天而去。 朝列士庶観者填溢山谷、 莫不瞭礼歎異焉。

『続仙 伝』 は神仙の話を集 めているが、 読んでみると一概に荒唐無稽な虚構

ではなさそうであり、 その点は 『四庫全書総 目 提要』 もすでに指摘 している。

この金可記 の伝記も部分的に事実を反映 しているのではなかろうか。 まず金可

記という人物の実在について、 『全唐詩』 巻 506 に章孝標の 「送金可紀帰新羅」

という詩が伝わっている。 章孝標は元和十四年 (819) の進士で、 秘書省正字

に除せられた官僚詩人であるから、 この詩は時代的に不適切ではな い ＊22。 し

たがって、 この詩によって金可記の実在と新羅への帰朝は事実を反映 している

とみてよい。

「金可記 伝」にみ える 「賓貢進士」とは外国からの留学生のための科挙の合

格者のことである。 新羅からの留学生は相 当数にのぼり ＊2
3、 金可記昇仙より

十年ほど後に長安に来た新羅の程致遠の文章によれば ＊
24、 新羅の留学生は期

限を10 年間と して長安と洛陽の国士監で学籍をとり、 新羅から 「買書金」を

もらい、 唐の朝廷から「読書糧」と 「冬春時服」を提供さ れた。 長安の国子監

には新羅人が専門に通るための新羅馬道があったという。 賓貢の試験は進士科

の 「別試」と しておこなわれたようである ＊25
0

金可記がいったん帰国 して二度 目 に終南山に入ったとき、 ど こ に隠棲 したか

は記 さ れていな いが、 文意からすれば、 やはり子午谷であろう。 この石刻は子

午谷で発見されたから、 この石刻を造った者も、 金可記は子午谷に隠棲 し 、 お

そら く 玄都壇から昇仙 したと考え たのだろう。 現地を実際に調査 し てみると、

玄都壇は周囲をな だらかな山並みに囲 ま れ、 北側と東側に渓流の流れる空間に

そびえたっており、 腰の部分で西山と連続 し ているが、 東 ・ 南 ・ 北は垂直に近

く きりたった自然の弧峰上にある（本誌の「2010 年度現地調査報告」所載の

写真を参照のこと） 。 玄都壇に立つと、 そこが陰陽の調和 し だ快適な 場所であ



ることが感 じ取れる。 金可記はそこから昇仙したと考え るのは 当然の想像だ。

奥光春氏らの調査に よれば、 玄都壇は海抜 880 メ ー ト ル、 谷から壇までの高

さは 1 45 メ ー ト ル、 周囲の山は海抜 1 500 メ ー ト ルほど、 壇は漢代の創建で、

後漢以降の貨幣や宋代以降の建築用の碍などが出土、 その位置は漢の長安城の

南北中心線上で、 長安の北の巨大 ク レーターである天斉坑と対になって おり、

GPS 調査では、 玄都壇は東経 108 ° 52' 54. 5”、 北緯34° 01' 58.1 ”
、 対して

天斉坑は東経 1 08° 5 2' 49 .5 ”、 北緯 34° 42' 65. 2”である ＊26
0 

金可記が召された「玉皇」 とは 、 六朝時代の道教の上清経にみえる天帝であ

り、 唐代に尊崇が高まり、 宋の真宗（998 ~ 10 22) が尊崇することで道教の

最高神に位置づけられた。 『続仙伝』 の伝説は玉皇信仰を多くとりあげている。

では、石刻の文は何に基づいているのだろうか。 冒頭部分に注目 してみると、

金可記者、 新羅人。 宣宗朝 □口章賓於国、 遂擢進士第。（刻石本）

金可記、新羅人也。 賓貢進士、 性沈静好道、 不 尚華｛多。（道蔵本『続仙伝』）

金可記、 新羅人。 賓貢進士、 性沈静好道、 不尚華イ多。（『雲笈七鍛』）

金可記、 新羅人也。 賓貢進士、 性沈静好道、 不尚華イ多。（『太平広記』）

金可記、 新羅人也。 唐宣宗朝以文章賓干国、 性沈静好道、 不 尚華｛多。（『真

仙通鑑』）

これでわかるように、 冒頭に金可記の賓貢進士の時期が唐の宣宗朝だったこ

とを明記しているのは刻石本と『真仙通鑑』 だけである。 「金可記伝」本文に「大

中」 の年号や「宣宗」が現れるので、 金可記が宣宗当時の人であることはす ぐ

にわかるが、 刻石本は金可記が宣宗朝に進士になったことをとくに強調してい

る書き方だといえる。『真仙通鑑』 の「金可記伝」は『続仙伝』 によって いる

はずで、 それが道蔵本よ り刻石本に近いということは、『真仙通鑑』 と同系統

の『続仙伝』 のテ キス ト が存在したと推定できる。 さ らに両者を比較すると、

『真仙通鑑』 にある「唐」が刻石本にはない。 これは、劉礼が転写した『続仙伝』

の冒頭のこの一文には「唐」がなく、 劉礼も「唐」 を書かずに「宣宗」 だけで

「唐の宣宗」 と了解できたことを意味するのであろう ＊27。 そうすると、 この石

刻は唐末に造られたと考えるのが妥当ではなかろうか。

『続仙伝』 の沈i分の序には、「神仙のことは国史に書かないため、 民間に散 じ

てしまう。 まして中和年間 (881 ~ 885 ) に黄巣の乱で兵火がおこったあと、

古典籍すらなくなってしまったのに、 筆を執って神仙のことを述作しようとす

る者があるはずもない。 世代が久しくなり、 伝える者は次第に稀になった。 こ

のさき寂として伝わる話がなくなるのは惜しまれる。 いまそれゆ え 神仙の記事

を編録し、 分かって三巻にまとめた」＊
28 とある。 これによ れば、 沈沿は中和

年間をかなり過ぎてから、 中和年間以前の伝記を記録したのである。 したがっ

注26 • • • 奥光春 「終南 山 玄
都壇考」『中国道教』2007

年第 6 期。 楊 遼 「 終 南 山
玄都壇調査記」 『三秦道教』
2007年第 3 期。 天斉坑に
ついては、 本誌所載の土屋
の調査 報 告を参照のこ と。

注27 … 周偉洲前掲論文を
参照。

注28 " ' 『続仙伝』 『道蔵』
第 5 冊 77 頁。 「 又 以 国 史
不書、 事散子野 。 矧当中和

年、 兵 火 之 後、 墳籍猶欠、
距有乗筆紀而述作 。 処世斯
久、 人漸稀伝 。 惜哉、 他時
寂無遺声 。 今故編録其事、
分為三巻」。
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注29• , • ス ー ザン・ ケ ー ヒ
ル (Suzanne Cahill) 「規範
と 変容一唐代女性道士の生
活 に お ける身体 と 実践ー」
拙訳、 山田利明 ・ 田中文雄
編 『道教の歴史と文化』 雄
山 閣 出 版、 1998年、 229
~ 255頁 。
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て、 金 可記が 857年に上表して翌年に昇仙し、 その後、 中和年 間までにこの

めでたい話が伝記になっていたのであろう。 劉礼という者をもし唐末の人とみ

てよければ、 彼はその伝記から「転写」したのであって、 『続仙伝』 から転写

したのではないということになる。

まとめ

金可記は外国人が神仙になった珍しい例であった。 こ の伝記が磨崖碑に刻さ

れたのは、 金可記の事跡が単に珍しいからではな く 、 道教が外国人にすら昇天

の機会を与えるものであることを表象できるからである。 そして、 それは唐 王

朝の吉祥のシ ンボルでもあったのだ。 これは、 女性が昇天する事跡が称揚され

た こ とと同様な特殊性を帯びていたのではなかろうか。 杜光庭の『塘城集仙録』

には、 道教の実践から男性と同様に昇仙した女性の事跡が集められている。 杜

光庭の集めた事跡は、 女性一般のモデルとして推奨されたわけではない。 この

点につ いて、 ス ーザン ・ ケー ヒ ルが次のように述べているのは 、 金可記につい

てもあては まるように思われる。 「杜光庭は、 普通の男性あるいは女性の範 囲

を超えた完全性の例として彼女らをえりす ぐったのである。 彼女らは杜光庭の

門下の教えによって可能となる究極の解放の証しであった。 女性ですら死の運

命からの自由を獲得するという事実は、 上清派の奇跡的な効用の証拠である以

上に、 「道」 の下における平等性の欠如のしるしであろう。 ある皇帝の御代で

の彼女らの出現は、 吉祥の前兆とされ、 困難な時代においてさえ、 天命の継続

の徴候と考えられた」 ＊290 

したがって、 この伝記を磨崖碑に刻して洞天たる子午谷に配置したのは、 唐

の皇帝や皇族から認められつつ子午谷で修道した元丹丘や金可記の存在を公示

し、 その名を称揚するだけでな く 、 唐王朝の天命を言祝 ぐためでもあったと言

えるのではなかろうか。 洞天がそうした一種の宗教的な装置を配備する場所と

しての機能を持っていた例なのではないかと思われるのである。

ち なみに、 のちの時代には、 この金可記の事跡は、 道教が朝鮮半島の人々に

も学びうるとともに、 道教の神が異域をも管轄下に置いていることの事例とさ

れた。 正統 9年 (1 444) の序のある 『天皇至道太清玉冊』「玉笈霊文章」 に

次のようにある。

『道鑑』 に載るはなしによれば、 新羅人の金可記は、 自分の国が言葉は野

卑で夷秋の風があるのを嫌い、 中国に入って、 中国の言葉を学び、 黄老の

道を学んだ。 そうして二十四年、 あるとき異人に出会って、 天心霊秘の要

や飛昇変化の道を授かった。 そこで妙道を一途に思い、 道教の諸品の仙経

をとなえ、 九年のあい だやめなかったので、 天帝は霊範たる経典を与え

た。 そ こ で終南山に隠棲した。 唐の宣宗大中十一年二月十五日になって朝



廷に上表して言った。 「わた く しは玉皇の詔を奉 じました。 わた く しを英

文台侍郎にのぼすとのことであります。 来年二月十五 日に、 わた く しは上

昇することになりました」。 帝はこれを奇特とし、 中侍を派遣して面倒を

みさせた。 その飛昇の 日には、 周囲で眺める住民たち があふれた。 みな空

中の神人の言葉を耳にした。 曰 く 、 「新羅王は仁柔をたっとび大徳をそな

え 、 弱い者い じめをして隣国の地を侵攻することな く 、 大国の心を裏切ら

ず、 中国への貢納をとどこおらせず、 戦争で人々の命を惨殺するようなこ

と を し な い。 金可記は、 新羅の王族の者である。 上帝は詔をだ し て、 白 日

に昇仙させ、 英文台侍郎に昇格させることとした。 新羅 • 朝鮮 ・ 耽羅 ・ 百

清など東海の岸のすべての国 々 は、 みな王がいて国 を主宰しており、 東華

帝君の管掌するところである。 およそ強国はそれらの地を奪って属郡にし

ようとする。 中国への貢納をやめて、 自分のものとし、 戦争と殺人をこの

んで人々の命を惨殺するような者は、 死 し て九幽に閉じ込め ら れ、 風刀に

よって身を切 ら れ、 萬劫も赦されない ・ ・ — • •ただ新羅人のみ世々 に功あった

がゆ えに、 金可記は天関に上昇することとなったのだ」。 言葉がおわると、

た ち まち 篇鼓の音が空に響き、 鸞鶴が飛び舞い、 幡憧が降りてきて、 金可

記を 迎えて天に昇って見えな く なった、 と 。 これによって考えてみるに、

新羅 ・ 朝鮮 ・ 百済 ・ 耽羅はいずれも東海の岸にあり、 天地の清霊の気を得

ているから、 みな道を学ぶことができる、 という証拠である。

按道鑑載、 新羅人金可奇者、 軋其國言語 之郡、 有夷狭之俗、 乃入 中國、 習

中國之言、 學黄老之道、 二十四年、 忽遇異人、 授以天心震秘之要、 飛昇嬰

化之道。 於是精思妙道、 誦道教諸品仙経、 九年不畷。 天帝錫以震範。 於是

隠於終南山。 至唐宣宗大 中十一年二月十五日上表於朝、 言臣奉玉皇詔、 陸

臣為英文嘉侍郎。 明年二月十五日、 臣嘗上昇。 帝異之、 遣 中侍視之。 其飛

昇之 日 、 居民環堵而観者萬計。 皆間空 中神人之語 曰、 新羅 王尚仁柔多大徳、

不以強凌弱侵鄭國之地、 無欺大國之心、 母邁 中國之貢、 不尚戦攻而残殺生

民之命。 金可帝者、 新羅王之族人也。 上帝有詔、 白日沖學、 陸英文豪侍郎。

其新羅朝鮮耽羅百涜東海之濱、 所有國土、 皆有王以主之、 皆属東華帝君所

掌。 凡強園奪其地為属郡。 過 中國之貢為 巳有、 尚戦殺而残生民之命者、 死

又九幽、 風刀考身、 萬劫不赦 - - - - - -獨新羅人有功於世、 故能上昇天関。 言畢、

忽聞篇鼓震空、 鸞鶴翻躍、 幡憧 自空而下、 迎之昇天而去。 以是論之、 新羅

朝鮮百清耽羅皆在東海之潰、 得天地清震之氣、 皆可學道、 是其験也。 ＊30

ここにみえる金可記の事跡 は『道鑑』にも と づく と いうが、 『道鑑』 が何の

書をさすのか不詳である。 この「道」が「通」で「通鑑」の誤りだとしても、

上でとりあげた 『歴世真仙儒道通鑑』 の伝記には、 ここにみえる神人の言葉は

ない。 本書の編者朱権は、 明の太祖の第十七子である。 それもあってか、 金可

注 30··· 『道蔵』 第 36 冊、
4 21 頁 （文物出版等影印本）
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記の事跡を冊封と朝貢にもとづ く 中華思想の下で解釈していて興味深い。

【追記］ 瘤宗祐『隋唐時期終南山区研究』 （ 中国文化大学史学研究所博士論文、

中華民国 92年 6 月） は、 終南山の 自 然環境と人間生活との関わりを文献記述

から詳細にまとめており、 非常に参考になる。 しかし本稿では充分に参照でき

なかった。 瘤氏は、 終南山の道観に関する文献記述について基本的な指摘をし

ているが、 洞天福地および玄都壇と摩崖碑の問題は扱っていないようである。




